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【手続補正書】
【提出日】平成20年3月18日(2008.3.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４９】
　アーマチャーアッセンブリ６６の磁石６８ａ～６８ｃは、隣接する磁石が反対の径方向
の磁化を有するように構成されている。換言すれば、最上及び最下の磁石、即ち磁石６８
ａ及び６８ｃが、第１の径方向極性（例えばＮ－Ｓ）を有し、その一方で、アーマチャー
アッセンブリの中央部に配置された磁石、即ち磁石６８ｂは、反対の径方向極性（例えば
Ｓ－Ｎ）を有する。この設備では、アクチュエータ６０は、オーバーハング設計を使用し
、磁石６８ａ～６８ｃの軸方向高さは、対応するコイル６４ａ～６４ｃの軸方向高さより
も大きい。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５０】
　ここで図４Ｂを参照すると、ステーターアッセンブリ６２は、３つのコイル６４ａ～６
４ｃを備えることに加えて、中央極部７０と、一連の嵌合背鉄部材７２と、を更に備える
。中央極部７０は、高い透磁率を有する材料（例えばＳＭＣ）から形成され、コイルによ
り発生される磁場のための磁気戻り経路として機能する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５３
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００５３】
　図４Ｅ乃至図４Ｆに示されるように、アーマチャーアッセンブリ６６は、３つの径方向
に磁化された磁石６８ａ～６８ｃの間に配置された２つのスペーサー８２ａ～８２ｂを備
えている。アーマチャーアッセンブリは、バルブステム８８をアーマチャーアッセンブリ
の残りの部分に機械的に接続するボールジョイントアッセンブリ８６を更に備える。孔８
９ａ～８９ｄに配置された一連のねじは、ボールジョイントアッセンブリ８６をカプラー
９０に固定する。１つ以上のクリップ、例えばクリップ９２は、磁石６８ａ～６８ｃ及び
スペーサー８２ａ～８２ｂをカプラー９０に機械的に固定する。磁石６８ａ～６８ｃ及び
スペーサー８２ａ～８２ｂは、支配的な渦電流経路を遮断するため、それらの軸方向にス
リット８３ａ、８３ｂを形成している。
【手続補正４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図４Ｅ
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図４Ｅ】

【手続補正５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図４Ｆ
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図４Ｆ】
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